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第１回 双葉町復興推進委員会 議事録 
 

■日 時 ： 平成２５年１０月９日（水） 午前１０時００分～１２時１０分 

■場 所 ： 双葉町いわき事務所 ２階大会議室 

■出席者 ： 双葉町復興推進委員会委員 

        事務局（双葉町復興推進課） 

（参照：第１回 双葉町復興推進委員会座席表） 

 

１．開会 

【事務局 山本 一弥】 

   それでは、定刻となりましたので、ただいまから、第 1 回双葉町復興推進委員会を開催いたしま

す。私は、復興推進課課長補佐の山本と申します。よろしくお願いいたします。 

 

２．委嘱状交付 

【事務局 山本 一弥】 

   委嘱状交付に先立ちまして、委員のご紹介をさせていただきます。資料 1 をご覧になっていただ

きたいと思います。 

［資料 1に基づき、委員の紹介］ 

   委員を代表いたしまして、伊藤哲雄委員に対して、伊澤町長から委嘱状をお渡しいたします。伊

藤委員におかれましては、前方へお進みください。 

［伊澤町長から伊藤委員へ委嘱状を交付］ 

【事務局 山本 一弥】 

  ここで、本日の委員以外の出席者の方々をご紹介いたします。 

［第１回 双葉町復興推進委員会座席表のとおり］ 

 

３．町長あいさつ 

【事務局 山本 一弥】 

   続きまして、伊澤町長よりご挨拶申し上げます。 

【伊澤 史朗 双葉町長】 

第１回双葉町復興推進委員会開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は大変お忙しい中、第１回目の双葉町復興推進委員会にご出席いただき誠にありがとうござ

いました。 

只今、29 名の委員の皆様に復興推進委員の委嘱状をお渡しいたしました。今回の復興推進委員会

委員につきましては、町民の皆様の幅広いご意見をいただくため、年代に配慮しながら町内の各分

野に経験・知見を有する方や学識経験の先生方にご参加をいただくこととなりました。 

さて、一昨年 3月 11日に発生した東日本大震災は、双葉町に甚大な被害をもたらしました。加え

て、その後に発生した福島第一原子力発電所の事故により、双葉町全域が警戒区域となり、その後

区域の再編により帰還困難区域と避難指示解除準備区域に二分され、事故から 2 年 6 ヶ月経過した

今もなお、厳しい避難生活を強いられており、原子力事故損害賠償、除染、健康問題、廃炉問題な

ど大きな課題が山積みしておりますが、国や東京電力に対しては、事故の原因者としてこれからの

問題解決に向けて迅速かつ責任ある対応や施策の具体的な実施を強く求めているところです。 

とりわけ、双葉町への帰還の目処が立っていない中、原子力発電所事故により失われた町民のき

ずなや双葉町コミュニティの再生は、町民の皆様の今後の生活再建に関わる極めて重要な課題とな

っています。 

そのため、こうした喫緊の課題に対応するため、6月に策定した双葉町復興まちづくり計画（第一

次）を具体化し特に来年度を中心とした具体的な事業を盛り込んだ事業計画を策定することといた

しました。 
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この委員会では第 1 期として、来年 1 月末頃を目処に事業計画に反映すべき事業を提言していた

だくことをお願い申し上げます。特に町民のきずな、コミュニティを維持・発展させていくための

仕組みづくり、きずな・コミュニティの拠点として復興公営住宅を中心とする双葉町外拠点を活用

するために必要な施設や事業、町民ひとりひとりの生活再建への支援としての行政に必要な取り組

みなどをご議論いただければ、と考えております。 

その後、第 2 期として町の復興を巡る情勢変化や町民意識の変化を踏まえた双葉町の復興のあり

方などをご議論いただきたいと考えております。 

これまで日本が経験したことのない非常に厳しい事態にありますが、町民の皆様と行政などの協

働のもと、町の復興にあたっていきたいと考えておりますので、委員の皆様のご指導ご協力をお願

い申し上げまして、第 1回目の復興推進委員会のご挨拶といたします。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

４．双葉町復興推進委員会設置要綱について 

【事務局 山本 一弥】 

   ありがとうございました。つづきまして、双葉町復興推進委員会設置要綱についてでありますが、

先程見ていただきましたように、資料 3でお配りしている要綱の通りであります。要綱については、

中身については説明いたしませんので、後で読んでいただきたいと思います。 

 

５．委員長並びに副委員長の選任について 

【事務局 山本 一弥】 

   つづきまして、委員長・副委員長の選任についてであります。資料 3 の設置要綱の第 4 条の第 1

項をご覧になっていただきたいと思います。その中では、「委員会に委員長 1 名」それから「副委

員長 2 名を置き、委員の互選によってこれを定める」、ということとされておりますので、皆様に

どのように選任したらよろしいかということをお諮りいたします。 

【岡村 隆夫 委員】 

よくメンバーの方で分からない人も多いもので、事務局で考えた案があればお願いしたいという

ふうに思います。 

【事務局 山本 一弥】 

それでは事務局案という声がありましたが、それでよろしいでしょうか。 

［異議なしと呼ぶ委員あり］ 

【事務局 山本 一弥】 

ありがとうございました。それでは、異議なしということですので、こちらで指名をいたしたい

と思います。それでは、委員長には、阪神淡路大震災の住まい・まちの復興に従事した経験があり、

それから本年 7 月から福島大学にて浜通り地域の復興に携わっておられます県立広島大学名誉教授

で福島大学うつくしま福島未来支援センター特任研究員の間野博先生にお願いをいたしたいと思い

ます。それから副委員長には、商工業分野に経験と知見を有する伊藤哲雄委員と、それから、医療

福祉分野に経験と知見を有する高野陽子委員にそれぞれお願いしたいと存じます。これでご異議は

ございませんでしょうか。 

［異議なしと呼ぶ委員あり］ 

【事務局 山本 一弥】 

ありがとうございます。それでは、以降の進行につきましては、間野委員長にお願いしたいと思

います。では、委員長、よろしくお願いたします。それでは、伊藤副委員長と高野副委員長につき

ましても正面にお座りいただきたいと思います。申し遅れましたけれども、町長は、公務によりま

して委員会の途中で退席をさせていただきますので、あらかじめご了承ください。以上でございま

す。 

【間野 博 委員長】 

ただいま委員長に選任されました間野博と申します。先ほど少し紹介していただいたのですが、

阪神淡路大震災の時には私は大阪におりまして、震災復興に関していろいろとやってまいりました。
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その関係もあって今年 3 月に県立広島大学を退職するにあたり、何らかの形でこの東北のことにつ

いて支援できないかということで、7月から福島大学に籍を置かせていただいて、震災復興、災害復

興の支援をするということになりました。7月に福島に来たばかりで実をいうとそんなにこれまで 2

年半にわたって、いろいろな地域に行っていますけれども、とはいえそんなに頻繁に来ているわけ

ではなくて、まだまだ実態だとか現状・課題、そういったことについて詳しいわけではありません

ので、そういう点では全く皆さんよりもはるかに知識は少ないと思います。従いまして、ここでい

ろいろなみなさんの意見をお聞きして、それをまとめていく役割をお手伝いできればと思っており

ます。よろしくお願いします。 

 

６．今後の委員会の進め方について 

（１）会議の公開等について 

【間野 博 委員長】 

議事に入る前に確認事項があります。会議の公開についてということです。皆さんのお手元の先

ほどの資料の中に資料 4 というのがございます。この会議を公開することについてどうするか、と

いうことを決めなくてはいけません。それについて、資料を事務局の方から説明していただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

【事務局 山本 一弥】 

分かりました。それでは資料 4をご覧になっていただきたいと思います。資料 4につきましては、

こちらで朗読をいたします。 

  ［資料 4 会議の公開等について を朗読］ 

 

【間野 博 委員長】 

まずは第一に公開する、ということですね。これがまず一つです。会議資料、今日お配りしたも

のですね。これについてもすべて公開するという、これは「原則として」と、書いてありますから、

今後どういう資料が出てくるかわかりませんが、中にはこれはちょっと委員会以外には出さない方

がいいだろう、ということがあるかもしれないということで、「原則」となっています。 

（１）の方は「公開とする」と書いてありますから、これは公開するわけですね。どんなことが

あろうと。それから（３）（４）は両方とも議事録に関する話ですが（３）は、まずはともかく会

議が終わったらできるだけ早く皆さんにお知らせするということで、議事概要を、これは事務局が

整理をした議事概要をホームページに掲載すると。つまり、事務局にお任せして、概要をホームペ

ージに載せる。その後、議事録、つまり皆さんに発言していただいた一言一句、基本的に皆さんの

発言をすべて網羅した議事録というものを作りまして、これについては発言者の方に、確認の上ホ

ームページに掲載するということで、どうしてもやっぱり実際に発言したものがそのまま記録する

ということは実を言うと実際にはかなり難しくて、したがって一応その録音したものを起こしたも

のを皆さんに確認していただいて、その上でかなり膨大な量になると思いますが、それをホームペ

ージに載せると。これはちょっと時間がかかるので後日ということになる。いうような形で会議の

公開等についての考え方が示されたわけですが、皆さんいかがでしょうか。よろしいですか。 

【木藤 喜幸 委員】 

質問。（４）の議事録の内容の発言者に確認の上、ホームページに掲載する、ということなので

すが、これ発言者の名前と内容が両方とも載るということでしょうか。また、発言者がもしこの発

言はホームページ上に載せないでくれ、と言い出した場合は、それは可能なのでしょうか。それを

お答えください。 

【事務局 駒田 義誌】  

これは前進の双葉町復興まちづくり委員会の時も同様でございまして、発言者は議事録には載せ

ております。発言者を載せる以上、発言内容について委員の皆さんに今一度確認をいただいて載せ

る必要があると思いますので、その際に委員の方から、基本的に議事録でございますので発言は尊

重していただきたいと思うのですが、例えば事実誤認等があるということであれば、修正について

は確認させていただくことは可能でございます。 
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【間野 博 委員長】 

ということは、議事録には名前が載るということですね。 

【事務局 駒田 義誌】 

そういうことです。 

【間野 博 委員長】 

「ＡＢＣ」とかではなくて、名前が載る。ただし、それはちゃんとそれぞれの方に確認をしてい

ただいて、かつ修正も可とする、ということですね。 

【木藤 喜幸 委員】 

待ってください、削除、というのはないのですね。 

【間野 博 委員長】 

削除も修正の中に入っているのではないですかね。削除という修正をかけると。他はいかがでし

ょうか。 

【事務局 駒田 義誌】 

全てというか一部誤認であるところを削除するのは、修正する範囲内だと思っていますが、全く

無かったということにはさすがにできないと思います。そのあたりは、ご発言の内容に応じて修正

についてまた個別に協議をさせていただきたいと思います。 

【木藤 喜幸 委員】 

分かりました。 

【間野 博 委員長】 

他はよろしいですか。では、会議の公開等について（４）に関する確認がありましたけれども、

それを含めて合意いただけますでしょうか。よろしいでしょうか。では、そのように会議の公開等

についてはやっていきたいと思います。 

 

（２）今後の委員会の進め方について 

【間野 博 委員長】 

続きまして、今日の一番のメインの議題になりますが、今後の委員会の進め方について、という

ことで、これについても事務局の方からまず説明いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

【事務局 駒田 義誌】 

それでは、復興推進課長を務めております私駒田の方から、本日の議題にあります今後の委員会

の進め方をご議論いただくに際しての参考の資料とさせていただくべく、いくつか資料をご用意さ

せていただきましたので、ご説明を申し上げます。 

まず今回の委員会というのは、冒頭町長からお話をさせていただきました通り、この 6 月に作り

ました、復興まちづくり計画に書かれていることを具体的な事業の形にしていく、ということをご

議論いただきたいと思っております。そのため、皆さんにお持ちいただきました、この復興まちづ

くり計画（第一次）というもの、これを今一度お手元に出していただきまして、簡単にここの中身

について触れさせていただきます。 

まずこの復興まちづくり計画というのは、この見開き開いていただきますと、こちらの左上の方

に書いてありますけれども、町民の生活再建と、まちの復興に向けてまちが取り組むべき施策とい

うものを書いてございます。主にターゲットとしておりますのは、復興に向けたロードマップと町

民の生活再建のための施策を中心に当面 4年間というのに取り組むべきものを掲げております。 

見開きを大きくめくっていただきますと、こういう形で 4 ページになっておりますけれども、こ

こに書いておりますように、次の真ん中のところを見ていただくとわかるように、どういう取組を

していけばよいのかということについて言いますと、まず不自由な避難生活の改善ということで、

迅速・確実・十分な賠償、また住居の改善、健康被害の防止、各種支援措置の継続といった項目を、

掲げております。 

一つ大事な重要な取組として掲げておりますのは、この町民一人一人の生活再建の実現に向けた

取り組みということで、住居の問題、また保健医療福祉体制の確保の問題、また事業再開支援・雇

用の確保の問題、また、教育環境の確保といった項目を掲げております。 
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その右隣を見ていただきますと、生活再建する場所の選択肢の一つとして双葉町外拠点の整備と

書いております。こちらにつきましては、町民ができるだけまとまって居住できる環境を整備する

ことで、町民のコミュニティを維持発展させる、ということを目的として復興公営住宅を中心とす

る町民がまとまって住むことができる拠点を、これは県が整備していることになるわけですけれど

も、県に対して、今、この計画においてはいわき、郡山、南相馬を中心に要請をしていく、という

ことが書かれております。 

その右側に見ていただきますと、さらに大きい取組としては、やはり全国バラバラに今 40都道府

県に町民が避難している状況にありますので、こうした町民のきずなを維持発展させていく取組と

いうのは非常に重要であると位置づけられておりまして、 町民の交流機会の確保、町民同士が連

絡し合える仕組みの構築、情報提供の円滑化・充実化、また歴史・伝統・文化の記録と継承、また

震災事故の教訓の記録と伝承、避難先住民との交流の促進、といった項目が掲げられております。 

また、もう一つの取組としてふるさとの荒廃を防ぎ、ふるさとへの思いをつなぐ取組というもの

として、3つの項目が掲げられております。 

さらに、将来的な帰還に向けた取り組みということで、帰還条件達成に向けた取り組みであると

か、あとは津波被災地域の復旧復興をどのように進めていけばいいのか、ということも課題として

掲げられております。 

こういったところが大きな方向性としては、この 6 月の計画に書いておるわけですけれども、そ

れを具体的にどういう形で実施していくのか、ということをさらに、突っ込んだ議論をこれからす

る必要がございます。それを今回の委員会でご議論をいただきたいと思っております。 

お手元に 資料 5 ということで、この資料 5 というのは、6 月に策定いたしました復興まちづく

り計画策定から 3ヶ月弱になっております。6月 25日に決定しておりますので、7月、8月、9月と

経ちました。ということから、現在の取り組み状況を整理しております。実は、この復興まちづく

り計画には全部で 165 の項目が書いております。165 の項目が、それぞれ今町がどの担当課で、現

状どう取組しているのかというのが、2ページ以降に表の形で整理しております。本日は時間もござ

いませんので、表の方の説明は割愛をさせていただき、これからの議論の参考にお読みいただけれ

ばと思いますが、1ページ目の簡単なポイントだけご説明いたします。 

まず大きな最近の動きといたしましては、やはり町民の皆さんが一番懸念している賠償の問題。

こちらにつきましては国の原子力損害賠償紛争審査会の指針というのが、皆様の賠償の基準となっ

ております。この基準そもそもの上積みをしていかなければ、皆さんの生活再建に十分な賠償を得

られない、ということで、この 6 月にこの原子力損害賠償紛争審査会というところに、町長が、双

葉町の課題、特に生活再建について財物賠償が不十分である、ということを強く訴えて参っている

ところです。その結果を受けまして、今、国の方でも、財物賠償の見直しについて議論を進められ

ているところでございます。後は各種支援措置の要望を実施してございます。 

あともう一点町民の皆さんが大きく関心としておありになるのは、この「1．」の枠の上から 7番

目の丸に、復興公営住宅の話を書いてございます。復興公営住宅の整備につきましては、今まさに

国・県、また、受け入れの自治体、復興公営住宅を整備する先の自治体の皆さんと事務レベルで、

協議を重ねてきております。その状況につきましては、参考資料ということで、この青いカラー刷

りのものを、お配りをさせていただいています。これは、明日から町民の皆さんに復興公営住宅の

意向を聞く意向調査、皆様のお手元にも週末までに恐らく郵送されてくるかと思います。その際の

回答するにあたって、参考にしていただくという意味で作成した資料であります。 

こちらを見ていただきますと、時間も限られていますので、簡単にポイントだけお話をさせてい

ただきます。今、県内に整備します復興公営住宅といいますのは、福島県の方で県営として整備を

する計画になっています。こちらにつきましては、今全体で概ね 3,700戸を平成 27年度までの入居

を目指して整備する、という計画が立てられております。3,700 戸につきましては、概ねいわきに

1,800 戸、南相馬に 410 戸、郡山市に 390 戸というような戸数が掲げられております。こちらにつ

いてはあくまでもまだ総数しか決まっておりませんで、そのうち双葉町はいくらなのか、大熊町が

いくらなのかというのは、これから協議を重ねながら決めていく、ということになっております。

3,700 戸につきましても順次整備が着手されておりまして、今現時点 500 戸が先行整備ということ
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で、郡山・会津若松・いわきに平成 26年度、来年度中に入居が可能となるように、今県で整備を進

めているところですが、これらの募集方法などもまだこれからの議論でございます。 

めくっていただきまして、3ページというところに、今、町が、この協議に対して、どういう立場

で臨んでいるのかということをご紹介してございます。現時点におきましては、前回の町民のアン

ケート調査をしますと、希望が多いのは、いわき市・郡山市・南相馬市ということでございました

ので、まずこの 3 つの市というものに焦点を当てまして、復興公営住宅の整備をこれらの地区に整

備されるものについては、町民ができるだけ集まって住めるように、ということで、県に協議をし

ております。いわき市につきましては、なかなか土地の確保が難しい状況でございまして、今県が

適切な用地をあたっているという段階でございます。その中でもいわき市は広いです。市内広い範

囲で、住宅の整備が考えられております。そういった中で双葉町としては、今役場がいわきの南部

にありますので、このいわき市南部に整備される公営住宅に町民をメーンとして、集まって入居で

きるような方法で、調整をしているところであります。郡山市につきましても、市内 9ヵ所＋αで整

備が計画されておりまして、こちらにつきましては、小規模な団地が形成されるということを県で

計画しておりますので、できるだけ数ヵ所の建物に集まれるような形にできないかということを、

今県、また、その他の自治体と協議をしているところでございます。南相馬市につきましては、市

内 2 ヵ所ということで県が予定をしておりますので、こちらについても 2 ヵ所バラバラということ

ではなくてできるだけ 1 ヵ所に集まって入れるべく、県と協議を重ねてきているところでございま

す。また、白河市・福島市につきましては、今回意向調査を実施する中で具体的な希望がございま

したら、その整備をまた県に対して要請していくということにしていきたいと考えております。い

ずれにしましても、今ご説明した様にまだまだ、用地の確保も十分ではございませんし、設計など

もこれからでございます。その意味ではまず今回の意向調査で住民の皆さんがどれくらい公営住宅

を希望しているのかということをしっかり把握させていただいたのち、具体的な設計などを県の方

でされることになりますので、そういった結果を踏まえて、改めて入居の募集をしっかりと情報を

示した上で募集していく、ということでやっていきたいと思っております。 

資料 5 の方にお戻りをいただきまして、そういった取組をここ最近しております。さらには、町

民のきずなの維持・発展というのも大事な取組でございまして、最近大きい取組としては町のホー

ムページのリニューアルということで、町の情報が皆さん分かりやすい形で伝わるようなこと、と

いったものもやっております。また、3番目のふるさとへの思いをつなぐ取組ということにつきまし

ては、道路の補修除草、またお墓参り、ということでは、墓地の除草なども行ってございますし、

さらに今後は、環境省の事業として墓地の除染等々の事業も実施を予定しているという方向で、今

国などと協議を重ねているところでございます。こういった取組が、最近の取組としてございます。

それで、165 の項目を見渡しますと、まだまだ十分ではないところが多々ございます。こういった

点を今回の委員会でご議論いただきながら充実をはかってまいりたいと思っております。 

そこで資料 6 というのをご覧いただければと思います。資料 6 というのは、今回の復興推進委員

会の位置づけをご説明したものであります。今回の復興推進委員会というのは、まさにこれからこ

の復興に向けて特に平成 26年度以降実施していく具体的な事業をご議論・ご提案をいただきたいと

思っております。まず、第一期として、町民のきずなの維持発展、また双葉町外拠点、先程の復興

公営住宅を中心とする拠点の形成について、また生活再建に必要な施策といったところを、ご議論

いただきまして、具体的に町に対する事業の提案ということをしていただきたいと思っております。

これをだいたい 1月の末頃、来年の予算に反映させるという意味で、1月の末頃までに、集中して議

論していきたいと思っております。その後この委員会の任期は 1 年でございますので、その後復興

の在り方などの、もう少し大きな議論を後半していただければなと考えております。その中でもと

りわけ津波被災地域の復興の在り方につきましては、今回避難指示解除準備区域とされたところと

ほぼ重なっております。こちらについては、課題も町全体が抱えたものとは、また異なる部分もあ

りますので、こちらについては、両区長入っていただく形で小委員会を別途立ち上げまして、こち

らに、浜野・両竹、それぞれの町民の代表者を入れた形で、地域のことは地域でご議論いただく、

ということで、この委員会の下に小委員会を別途設けております。その意味では、この委員会では、

町民全体として、これからのきずなの維持・発展、生活再建といったところを中心にご議論いただ
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きたいと思っております。その提案を町役場の方にも、副町長を議長としまして、課長級で復興ま

ちづくり計画推進会議という推進組織を立ち上げまして、こちらで具体的な事業を町として検討し

ます。これに今回の委員会のご提案を反映させていきたいと考えております。委員会の議論に当た

りましては、平行して、町民の幅広い意見を聞くということで、後程ご説明しますが、町民の世代

別で意見を聞くワークショップというものを、またインターネットを通じた意見公募、また明日か

ら復興庁・福島県と共同で実施いたします住民意向調査のアンケート結果、これもこの委員会で結

果を報告しましてご議論いただきたいと思っております。 

続きまして資料 7 ということで、大きなスケジュールを示してございます。先程ご説明いたしま

したように、まず第一期としては、来年度から事業着手するようなもの、こういったものをまず委

員会でご議論いただいてご提案いただきたいと思っておりますので、1月末ぐらいを大きな目標とし

まして、ご議論をしていただきたいと思っております。その後、委員会からの提言を踏まえて、町

内の推進会議の方で、事業計画をまとめていくという形を考えておりますので、若干 1 月末まで回

数が 5回ということで予定されておりますけれども、若干厳しいスケジュールでありますけれども、

この中で忌憚のないご意見をいただいてご提言ということでまとめていただければと思っておりま

す。その後 4 月以降あらためまして、復興の考え方、また復興まちづくり計画の見直しといった大

きな議論をあらためてしていただければと考えております。 

資料 8 ということで、特に今回の復興推進委員会でご議論いただきたい点というのをまとめてお

ります。特にこの 1月末までご議論いただきたい点として大きい点は、町民が、やはり 40都道府県

に避難をしてございますので、この町民のきずなを維持発展させていくために、当面の取り組みと

してどのような事業、また取組・仕組・アイデアというのがあるのか、ということです。特にこう

いった事業は町民の皆さんの活動としてやっていかないといけないということで、そのためには行

政からどういう支援が必要かということ、まずこれが一番大きなポイントだと思っております。こ

こをまず重点的にご議論いただきたいと思っております。先ほどご説明しましたように、復興公営

住宅をいわき市・郡山市・南相馬市を中心に要請をしているわけですけれども、やはりそこを単に

公営住宅に入る人だけの拠点だけではなくて、町民の皆さんが集い・集まれる場という機能を持た

せていくという意味で、「公営住宅と駐車場」というだけではなくて、町民の集まれるような施設、

もしくはソフトの事業を、これをどういったことをやっていけばよいのかというところについても、

この委員会の中でご議論いただければなと思います。さらに重要な点としては、町民一人一人の生

活再建ということで、やはり避難生活が長引く中でどうしてもそれぞれの避難先で生活再建の道筋

をつけていかなくてはいけないという中で、どういう支援が行政には求められるのかというところ

につきましても、皆様方それぞれのお考え・お気持ちがあろうかと思いますので、そういった点を

ご議論いただければと思っております。その点最後の論点になってますけれども、その際はやはり

優先度の高いものはどれなのかということも、非常に重要な点かと思いますので、こういった点を

まずは年内にご議論いただきたいと思っております。その上でそういった議論も踏まえて 1月には、

では町に対してこの委員会として、どういう点をしていくのかということを、ご議論をいただきた

いな、と考えております。その際にはやはり、そういった事業を町民主体でやっていくもの、町が

やっていくもの、様々なタイプがあると思いますので、それをどういう整理をしていけばいいのか

ということをご議論いただきたいと思っております。その上で最終的に 4 月以降には、論点を変え

まして双葉町の復興のあり方という大きな議論をまたしていっていただきたいと思いますが、4月以

降につきましては、日々刻々情勢が変わっておりますので、その段階でまた改めて論点はご提示さ

せていただきたいと思いますが、まず当面 12月まではこの町民のきずなをどう保っていけばいいの

かということを中心にご議論いただければ、と考えております。説明が長くなりましたけど、以上

でございます。  

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。私が町の方からこの復興計画（第一次）というのをいただいて、読ま

せていただいておりますが、すごく素晴らしい計画で、中身もさることながら、計画のつくり方と

いいますか、これについても非常に感心をしました。ぜひ復興まちづくり計画（第一次）に沿って

具体化していく、ということが、この委員会でできたらいいな、と思います。今の説明がありまし
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たように、この委員会の目的はこれの具体化、実施計画というふうにありました。通常時でありま

すと、いわゆる自治体というのは、基本構想を作り、それに基づいて基本計画を作る。それをいろ

いろなところで、いろいろな呼び方がありますが、総合計画と言ったりします。これは以前からず

っとそれぞれの自治体が作ってきたものです。その基本計画、マスタープランというのは、だいた

い 10年後とかさらにもう少し長期を見据えた計画の中身。それに基づいて 3年というのが多いので

すが、3年間実施計画を作ります。これは、だいたい「ローリングシステム」と言いまして、3年計

画だけど毎年見直す。1 年目何するのか、2 年目何するのか、3 年目何するのか、それで、1 年目や

るべきことを決めたら、それを予算化する。その予算化したものを実際にやってみて、次の年から 3

年間何をやるかということをまた見直して、3ヶ年の実施計画、そういうシステムがだいたい全国的

に一般的に行われている、いわゆる行政の進め方ということなんですね。従って、マスタープラン

があって実施計画があって、各都市の予算審議があると。こういう形で進められているわけです。

これが、いわばマスタープラン、基本計画にあたるものですね。それに対して、実施計画、つまり

これから 3 年間、1 年目何やって 2 年目何やって 3 年目何やって、ということを具体的に中身をつ

めていこうというのがこの委員会です。 

しかしながら、通常の状況でありますと、3年間の計画ということで、これはなかなか難しいです

ね。非常に、今の説明にもありましたように、日々刻々と事態が変わっていきますから、3年後を見

通して作るというのは、非常に難しいところがあります。そこで、とりあえず少なくとも来年は何

をするのか。この計画を実施に向けるためには、来年度何をすべきなのか、ということを、町がつ

くるわけですけれども、町がつくるにあたって町民の皆さんの意見を踏まえた形で、来年何をやっ

ていくのか、ということを、計画を作りたいということが目的になります。その論点、特に住民の

方々に関わりの深い実施計画のテーマというのが、ここに書かれております、全国に避難している

町民のきずな・コミュニティ、それから町外拠点。それと、一人一人の生活再建。この 3 つに関し

ては、町が実施計画を作るにしても、ぜひとも町民の意見を反映させなければならない、というこ

とで主にこの 3つのテーマが挙げられている、というふうに見ていただければいいかなと思います。 

今日は資料 6 がこの復興推進委員会が位置づけでして、資料 7 がスケジュールということで、こ

のスケジュールがまた非常に厳しいスケジュールで、かつ中身から言うと、これでもまだちょっと

足りないのではないかという感じがすることないですが、このスケジュールで行きましょうという

ことと、それから資料 8 が、議論すべき論点ということになっています。主に、この 3 つの資料に

ついてのご意見を今日は皆さんにいただいて、今後の次回からの進め方を決めていきたいというこ

とです。今日は、初めてということもございますので、皆さんお一人お一人発言をしていただきた

いと思います。自己紹介も兼ねて、かつまた今日説明のあったことに対するご意見、といったもの

でもなんでもけっこうですので。ご質問でももちろんけっこうですので、そのあたりの発言をして

いっていただきたいと思います。よろしいでしょうか。皆さん全員の方が発言していただきたいと

思っております。あまり時間はないのですけど。非常に時間が無いのですけど、さっそくそれぞれ

皆さんご意見を出していただきたいと思います。順番に行きたいと思います。よろしいですか。何

か発言のある人いらっしゃいますか。 

【相楽 比呂紀 委員】 

相楽と申します。私は、復興委員会に入って、一番気になった部分が、復興住宅についてだった

のですが、一次のまちづくり計画を見た時に復興住宅に関して、一戸建ての要望が大きかったと思

うのですが、ところが一次の方では「用地の制約などがあることから、利便性の高い場所への中高

層型の集合住宅のニーズも含めて」と、書いてあって、集合住宅の団地型の方で進むような感じで

とらえられるのですけれども、一戸建ての計画は立ち消えになった形の考えなのですか。それとも

今後もそれを検討していただけるのですかね。それが一番町民の要望が多かったと私の中では思っ

ていたのですが、どうなのでしょうね。 

【間野 博 委員長】 

どうしましょうかね。質問に関してはまとめてということで、事務局でメモしていただけますか。

すみません、そういうかっこうで時間の関係がありますので、そうさせてください。あと、少し議

論できれば、やりたいと思います。 
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【福田 一治委員】 

福田です。お世話になります。私は資料 5 の 2 番ですね。町民のきずな維持・発展に向けた取り

組みということで、震災後、私達は、南台仮設住宅の方で「夢ふたば人」という団体を立ち上げま

した。それで、自治会と開催する夏祭りの盆踊り等への調整金交付ということで、双葉町さんの方

からは、大変にお世話になっておりますけれども。ただ、各地の自治会の方で、そこで盆踊りとか、

そういう夏祭りをやるのは不可能ですということなんですよね。実際、なぜ不可能なのかというこ

とであれば、やっぱりそれを主催する人が高齢者であるということで、ちょっと難しいのかなとい

う考えはあります。今回は白河の方まで私達が出向いて盆踊りはやってまいりましたけれども、こ

れはやっぱりお祭りというのは、双葉町でもずっと各行政区でやっていたものですから、震災にな

って仮設にいるからできないというわけではなく、もう一つの団体でもいいんですけども、作って

もいいのですが、各仮設の方で盆踊りをできるような、そういう組織があればなと思いますけれど

も。その辺もこれから検討していくこととなると思います。また、助成金の方ももう少しアップし

なくてはならないと。決して双葉町さんからの助成金だけで全てまかなえるかといったら、それは

不可能ですね。現在不可能ですから。ですから、その辺も検討していただきたいと思います。とり

あえずは以上です。 

【間野 博 委員長】 

はい。ありがとうございました。次回以降の会議の中ではその辺を具体的に詰めていかなくては

ならないと思います。次回以降の議論につながる発言だったと思います。はい、次お願いします。 

【石田 恵美 委員】 

石田です。ＪＡの農協の女性部の代表をしておりますが、その中で町民のきずなのことを、いろ

いろと考える事があるのですが、それを維持していくのにも皆様の協力を得て考えなんかを聞かせ

ていただけたらな、と思っております。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。次をお願いします。 

【小川 貴永 委員】 

小川です。町民の意見聴取についての意見なんですけれども、私、富田町の仮設住宅の方で自治

会長をやっているんですけれども、高齢者の方が多いのです。その中でインターネットを活用した

町民の意見聴取の方法というのは、そぐわない気がしますね。それで、ただのアンケートを持って

くる方式だと、年配の方はわからないのですよ。ですからこれは、もっとアナログに聞き取り式で

やったほうが、実があるのではないかと思います。それと、私昨年、縁あって新潟の方の復興住宅、

長岡市と山古志村、柏崎市と 3 つまわりまして、復興住宅も特に長岡の都心部ですと、こういった

マンション形式があって、仮設の後にこのマンション形式を作って、空いたところにショッピング

センターなり、医療機関を集約して持ってくるという形式のものと、それと山古志のような土地が

確保できるところは個別の復興住宅。それと、もう一つが公営住宅を改造した復興住宅と。この 3

タイプあったのですけども、年配の方、特に独居老人の方というのは、イメージできないですよ、

具体的に。ですから、不安感が非常に多くなると。それを払拭させるためには、具体的なものをち

ゃんと見せて、説明して不安感をとっていくということが大事だと思いますので、そういった活動

をぜひやっていただきたいなと思います。 

【間野 博 委員長】 

はい。ありがとうございます。これも次回以降の議論の中で活用させていただきたいと思います。

次お願いいたします。 

【谷 充 委員】 

谷です。私は今白河の仮設におります。いろいろと仮設の中で聞いておりますと、今の状況がど

こまでで続くか、あるいは仮設ではなくて復興住宅はどこにできるのだか、いろいろ心配している

ようです。色んなことをあれしますと、今までもそうなのですが、2年半、3年近くになるわけです

けれども、いろいろな問題点が出た、そもそもいっぱい会議ででてきているわけなのですけども、

こうやってみると、こういう会議も開かなくてはならない、作っていかなくてはならない、これか

らの先には話合いも必要であるというのはわかります。しかし、国も県も町もどこも、これは、話
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はどんどんどんどんでているのですが、何一つ進んでいない。これがやっぱり、色んな会議をやっ

てもやっても、何一つ進んでいかない、いくら会議をやっても、役に立ってるのか、役に立ってな

いのだか。全然前を向いていないのですよね。正直言って。せっかくまちづくり、あるいは県もも

ちろんそうですけども、国もそうですけど、色んな方向からこのまちづくりというものを、どこの

まちもつくってやっているわけですから、できるだけ早く我々被害者・避難者に、安心して生活で

きるようなまちづくりが、やっぱり必要だと思います。みんなバラバラなのです。先ほどから色ん

な 40都道府県にバラバラに住んでいるということです。それを、一ヵ所にまとめる、あるいは何ヵ

所かにまとめようとしたって、それなかなか難しいと思うのです。ですから、要は難しいところを、

いち早くこれ進めないと、なお一層まとまらない。それでなくても、今まとまっていないですよね。

2年半も過ぎると、みんなバラバラで 40都道府県にいるわけですから。これをいち早くまとめれば

もっと早くこやれば何ヵ所かにまとまったのではないかな、と私自身思うのです。そんなことで、

会議を開くなとは言いません。おおいに開いてください。その中で、やはりこういうものをおおい

に、上の方に提言させてもらって、いち早く安心して住めるようなまちづくりにしてほしい。こん

なふうに思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。続きをお願いします。 

【田中 勝弘 委員】 

双葉町社会福祉協議会の田中と申します。お世話になります。今回私は医療福祉分野ということ

で、委員の方に選ばれましたので、そちらの方で今、抱えている内容についてちょっとお話したい

と思います。県内それから県外の方が、役場機能が、こちらいわきの方に移転したことに伴って、

これまで県外の方の老人ホームとか施設の方に入所されていた方が、やはりいわきの方に、ご両親

を移動させたいということで、いろいろ私共の方に相談はあるのですが、ホームページで検索しま

すと、いわき地区のどの施設も満床状態で、入居者希望者が待機ということもあり、なかなかご家

族が希望しているような、方向にはまだ進んでいないこともございますので、双葉にありました特

別養護老人ホームの事業の再開などについても、ご検討、ご協議していただければ、と思います。

以上です。 

【間野 博 委員長】 

まさしくそれも議論すべき重要なことだと思います。お願いします。 

【高田 秀文 委員】 

郡山の県中地区借り上げ住宅自治会の事務局をやっております高田と申します。私が、一つもの

すごく感じていたのは、いろいろ会議の中で町民のきずなっていう部分がすごくでてくるのですね。

現実、仮設なんかは、きちっとした自治体があって、きずなっていうのがつないでいくと思うので

すけど、借り上げの場合は、なかなか皆さん集まるところもないし、仮設にもなかなか行きづらく

なっているということもあって、それで各借り上げが各地区に県中県北県南いわきと自治会ができ

ましたけど、やっぱり私達の自治会では毎月 1 回定例会があって、皆さん意見を聞いたりいろんな

情報を提供したりしているのですけど、やはり月 1 回ではなかなか皆さんさみしいということで、

皆さんもご存じだと思うのですけど、絆カフェ「せんだん広場」というのを、集会所を自分たちで

立ち上げて、集会所の資金を探してやったのですけど、最初は町の方にいろいろお話したのですが、

なかなか予算を出していただけない。こういった会議でもいろんなところでも、マスコミでも何で

もきずなきずなっていうのですけど、本当に私達のきずなを考えてくれていたのかなってのが、一

番私は納得できなかった部分があったのですね。本当に町のきずなっていうことを考えて、この会

議で続けていくのであれば、先ほど説明にもありましたけれど、例えば復興公営住宅ができて、そ

こには集合住宅で、集会所を作るという話もありますけれど、そこにさきほどお話があったように、

一般で自分でアパートなり自宅を購入したり建てたりした人が本当にそこに行けるのかなってね。

現実に今、我々借り上げの人が仮設になかなか行きづらいという、そういう現状があるのに、本当

にまたそこに行けるのかな、と。やはりやるのであれば町としてきちっとしたそういう施設を作っ

ていただいて、それをきちっと町で運営していくっていうことをしないと、なかなか自治会でやっ

ている人たちが個人的な意見とかいろんな部分で、人間関係で行きづらくなったりというのがある
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ので、やはりそういったものを作るのであれば、町が主導してきちっとしたルールづくりをして、

皆さんが参加できるようなきずなの場所を作ってほしいなと、私は考えています。よろしくお願い

します。 

【間野 博 委員長】 

多分、町外拠点での議論の中で重要な部分だと思います。また次回以降の議論に活かしていきた

いと思います。次、お願いします。 

【川原 光義 委員】 

福島のさくら仮設の自治会長をさせていただいております川原です。非常に小さい仮設住宅であ

りますけども、32 戸で出発しましたけれども、現実的には今 25 戸くらい。ということは避難した

当時は、皆んな避難して良かった、平等の中で安堵感があったのですけれども、2 年半も過ぎると、

補償問題とかいろいろな部分で、個人個人の資産とか家族構成、いろいろな部分で困ったことに、

格差社会になってきたと。要するに、補償金がいっぱいもらった、あるいは和解した人がいるなど

いろいろな状況で、財政的に余力のある人はどんどん土地を買い家を建て、仮設から出ていく状況

です。残された、というよりもまだ残されてはいないのでしょうけども、未だ仮設にいる人は、「い

や、私らは、とてもとても家は建てられない」とか「土地が買えない」とかっていうので、現実的

に仮設の状況が平和でなくて、羨ましさとねたみとそういうような部分で今までなかった雰囲気に

なってきているわけです。ですから、町でいろんな行事をやったとしても、仮設に入っている人間

が、差別的な部分の形が充満していまして、なかなか軌道に乗らない。そういうような状況でござ

いますけれども、先ほど住宅の問題もありました。今朝新聞を読むと、一戸建て住宅も県議会では

質問の中で、一戸建ても作ると。そういうような回答があったようでございます。我々も早く復興

公営住宅、あるいは一戸建て住宅、いろいろな状況の中で早く仮設から脱出したいというのが、現

状でございます。時間がありますので、以上で終わります。 

【間野 博 委員長】 

はい、ありがとうございました。 

【岡田 常雄 委員】 

いわき双葉会の自治会、岡田と言います。双葉町復興推進については、今まで数多く資料をいた

だいて、それに目を通して見ていたわけなのですが、実際には、今日具体的な内容に触ったわけで、

本当にこういった内容について関連すること、または新設的な内容を申し述べてくださいと言われ

ても、なかなか口にだせないし、また、まとまりもつかない状態です。とにかく、まず、こういっ

た問題は双葉郡全体の問題であって、双葉町だけの問題ではないということ。それで、関連する共

通して議論する内容、とにかく 3 町村または 8 町村全体で集まって、部分的な内容について、双葉

郡全体としての掘り下げが必要でなかろうかと。私は今、ここで実際に推進計画を説明されたわけ

で、いろんな予備知識というのが全くありませんけれども、これから、この 3 つの論点が示されま

したけれど、コミュニティ作り、コミュニティ形成というはなかなか難しい問題ですね。これは世

代的な問題ですね。結局、年寄りは年寄りの考え方があるし、若者は若者の考え方があるし、そう

いう世代間のコミュニティの形成というのは、なかなか難しい問題ではなかろうかと思います。し

かし、そういったものを、町だけの古いあがりではなくて、やっぱり、何ケ町村の集まりでもって

議論をすれば、形は見えるのではなかろうかと思います。実際私ども借り上げ住宅に住んでいるわ

けなのですが、本当に知り合いといっても、全く 3 つか 4 つくらいの生涯関係しかもてないわけな

のですね。いくつもの生涯関係がもてて、そして常に話し合えるというふうな状態であれば、何か

こう、双葉町のことについて、もう少し突っ込んだ話し合いもできると思うのですが、やっぱり上

すべりに終わってしまって、自分の心に持つ悩み、これからどうしよう、というそれだけで精一杯

なのですね。いや、私自身もそうです。ですから、やっぱり広域的な、そして広域にまたがる問題

点の論点を絞り出して、やっぱり広域的な配慮でこういった議論を進めていけばというふうに思い

ます。まず、とにかく第一点目にあがっているコミュニティの維持形成という事なのですけども、

これはやっぱり年代別のコミュニティというのは大変必要ではなかろうかと。それとあと住宅形成

にしても、これから復興住宅ができてくるわけなのですが、コミュニティ形成に配慮した住宅の建

設というのは、大事かと思います。そしてあと復興住宅の中に、いわゆるコミュニティ形成のでき
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る居場所を作ってはどうかと、いうふうなことも考えられますし。とにかく今、この問題に触った

ばかりですので、深く考えることができません。全く一般的な考え方でしかありませんけれども、

今のところ言えるのはその程度のことだと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

はい、ありがとうございました。今の岡田委員のご発言に関して、ちょっと一つ事務局に後で説

明していただきたいのは、いわゆる 8 町村、いわゆる双葉郡、これもまた、必ずいろいろなところ

ででてくる話ですね。それぞれの町がやっていてもだめなのではないかと。そのあたりの取り扱い

を今回もこの委員会でどういうふうに位置づけるかということについては、後ほどちょっと事務局

の方から説明いただきたいと思います。後半にでてきました、コミュニティ維持に関するご意見は、

まさしく次回以降委員会で活かしていきたいと思います。ありがとうございました。続きをお願い

いたします。 

【山本 眞理子 委員】 

こんにちは。山本と申します。現在、郡山市の借り上げ住宅の方でお世話になっております。私

は、１年ちょっと、県の絆事業ということで、各町村から避難してきた方々に対しての情報提供の

仕事に携わっていました。。先ほど、福田委員さんからもお話がありましたが、双葉町というのは

やっぱりお祭りとかスポーツで大変元気な町だったのです。今、町民のきずなのズレがあるという

お話が出ましたけれども、現在置かれている環境、一人一人違うわけですから、それは生じてくる

のは、私は当然じゃないかなと思います。そこで、双葉町には県内屈指の双葉ふれあいクラブとい

う、総合型地域スポーツクラブがありました。私はそのスタッフとして勤めさせていただきました。

何もないところからまた作り上げるというのは、大変かもしれませんが、10年ちょっと積み上げた、

そういうノウハウを利用して、スポーツを核としたふれあいクラブの再建に力をいれていただきた

いなと思いました。実を言うと、こういう委員会にも、その事務局長がおりますので、委員の一員

として、この会議に出ていただけると良かったのかなと、私個人では思っております。以上でござ

います。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。事務局長に代わって頑張っていただければ、と思います。次お願いい

たします。 

【松本 浩一 委員】 

双葉北小学校校長の松本浩一といいます。お世話になります。双葉の子どもは双葉で育てるのは

本筋であり、よき双葉町のためには、双葉の子どもたちを多く学ばせたいな、と思っているところ

であります。幸い 4月に、双葉の小学校をスタートさせるべく頑張っているところでありますので、

皆様のご協力をよろしくお願いしたいと思います。双葉の子どもたちが多く帰ってくることが、先

ほども申し上げましたが一番のことだと思いますので、ご理解とご協力をお願いしたいと思ってい

るところでございます。例えば学校として、どんなことができるのかということを考えた場合に、

家庭生活との違いが、集団生活ができて、そこで学ぶこと、それから学力というものがあるという

のは、皆さんご存知の通りかと思いますが、さらにもし学校再開させたあかつきには、地域の方等

にもと学校教育にいろいろ堪能な方、能力を持った方がいらっしゃると思いますので、その方たち

のご協力を得ながら、交流活動などをすることを通じまして、地域の活性化にもつなげていきたい

なと思っております。ざっくばらんに言いますと、今、山本さんからもありましたように、双葉町

はスポーツも盛んでしたし、双中に勤められた先生方は、とっても双葉はまとまりがあって協力的

な保護者がいっぱいいたと、皆言っております。私が双葉町民だから、多少リップサービスはある

にしましても、うそではないと思います。そんな双葉町を取り戻していけたらなと、思っている者

の一人です。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。教育の問題は、非常に重要なポイントで、町外拠点を考える上でも、

少しそのあたり検討したいと思います。ありがとうございました。続いてお願いします。 

【中谷 博子 委員】 

中谷と申します。よろしくお願いします。 
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現在 8 歳と 6 歳の子供がおりまして、上の子は震災後に、避難先で小学校に入学させていただき

ました。震災後も仕事を続けていましたので、その関係などで、家族がバラバラに分かれて避難生

活を送ることになりました。 

正直この 2 年半は、日々生きることに精いっぱいで、町の復興はもちろん、子供達にもしっかり

向き合う余裕もなく、ここまできてしまいました。 

2ヶ月ほど前に、埼玉からいわき市に越してきまして、やっとまた、家族がみんな揃って生活する

ことができるようになりました。今回、委員をさせていただくことをきっかけに、双葉町のこれか

らのこと、特に子どもの将来について、皆さんと一緒に協議したいと思いますのでよろしくお願い

したいと思います。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。子供達のことというのは、考えないといけないっていう、これが非常

に重要な、将来の双葉を考える上では、非常に重要なことですので、ぜひ子供達の親としての意見

を反映させていただきたいと思います。はい、次をお願いします。 

【小畑 明美 委員】 

こんにちは。小畑と申します。現在今私は埼玉県加須市の方におります。その当時、私も中谷さ

んと同じように、息子が一人いるのですけども、震災当時入学する時期だったものですから、その

まま加須市の方に避難することになり、お蔭様で地元の小学校に入学することができました。その

当時は私も仕事をしてましたので、仕事のことや子供の入学で、そういったこともありまして、今

現在も加須市騎西の方にお世話になっているという状況です。その中で日々、役場がいわきに移動

したということもありまして、私も以前の仕事をさせていただいた中で、すごく多くの町民の方、

組合さんの方、年代も幅広くお付き合いさせていただいて、いろんな人の悩みだったり、お話を聞

いてきて今に至っている。子どもの様子だったりとか見ながら今に至っているところで、なかなか

皆さんのお話を聞きながらも、こういう復興委員会とかっていうものを、今回お話いただいてすご

く光栄に思っているのですが、そういう場面で意見を、皆さんとお話をする機会がなかったので、

これをきっかけにいろんな部門で、今現在私が埼玉の方に残っている町民同士では、やっぱり合言

葉が、「県内に戻らなくちゃね」、とか「戻るの」という各家族が本当に不安の中で毎日日々生活

しているのが本当に手に取るように会話の中でもすごく分かるのですね。なので、そういうことも

踏まえながら、少しでも私達と遠くに離れて埼玉の方にいるのですけれども、少しでも町民の皆さ

んと心を寄せ合って、今後まちづくりに少しでも、一緒になって考えていきたいなと思っておりま

す。以上です。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。思う存分、この委員会で発言していただければと思います。特に加須

市代表という立場もあると思いますので、よろしくお願いします。次お願いします。 

【岡村 隆夫 委員】 

岡村と申します。私いろいろ前回の復興会議も参加させてもらっていろいろ意見を聞かしていた

だいて、今日も何人か聞かせていただいているし、それから、私もこの委員にまたなって、何が問

題なのかなと思って考えたのです。今、復興することは、これは事実でそのための集まりなのです

が、やっぱり早く進めなくてはならないことがありますが、双葉町で核になるものがないのではな

いかと思います。役場は役場でこちらに来ましたけれども、人が集まる核、コミュニティ・きずな、

こういったものは核があって初めていかせていける。その条件の中に、今住んでいる状況は、皆さ

ん借り上げとか仮設とか、そういったところで、なんかこう私はここに住んでいいの、悪いのどう

するの。それが分からない。その理由は、今日担当者の方が来ておられるかどうかわかりませんが、

ある意味町の状況、これからどうしたらいけるの、自分はどうすればよいのと、いわゆる放射能と

含めて、帰還困難、そういったことに対して、いつどうすればいいの、現状、その数字からいって、

「まだわからない」、「帰りたい」、このことを思っている人は、県外で 9 月のデータで、50％い

るわけです。その中で皆さん集まって「話し合おう」と言っても、なかなか気持ちを開いてこられ

なのじゃないかと。なので、私は早く核を作るべきだろうと思っているんです。そういう意味で復

興住宅を含めて、早く人が集まれる場所、それで双葉町を他に発信できる場所。その場所を早く作
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っていくべきだと思っております。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

まさしく町外拠点あたりを考える上では非常に貴重なご意見だと思います。ありがとうございま

す。続いてお願いいたします。 

【福田 英子 委員】 

福田と申します。私は今現在、南相馬市の方に住んでいるのですが、どちらかというと県内では

一番の陸の孤島というですか、道路が寸断されているし、電車は止まらないし、何しろいわきに来

るのに一番不便なところに住んでいるわけですね。そうすると、今回通行証は出してもらったので

すが、その時、出す時に役場に電話したらば、「インターネットで申請用紙を出しなさい」とか、

私、インターネットできないし、たまたま主人がいて出してもらったのですが、それはちょっと不

親切だよなって。同じ町で、まして一番不便なところにいるの、ましてや今日私、会議に来るのに、

「通行証ください」と言ったのに、あれだなって、すごい感じたのですよね。それで、南相馬市と

か相馬市とかに住んでいる方には、優先的に申請用紙を送るくらいの気持ちがあってもいいのでは

ないかと思うのです。それから、民生委員をやってて、高齢宅を歩くと、向こうに仮設住宅が集合

でいるところがないので、みんな借り上げでみんなバラバラでいるのですね。そうすると、「どこ

に誰がいるか全然分からないのだよね」と。民生委員やっていて名簿持っていても、しゃべればけ

っこう「あそこにだれだれ」、「ある程度分かっている人もいるよ」とは言うのだけれども、「電

話番号を教えて」とかって言われても、なかなか私も難しいのですけれども。その中でやっぱり、

今高齢者でもほとんど携帯をみんな持たされたので、町の電話帳というのですか、多分、浪江とか

で作ったかと思うのですけど、そういったものもあってもいいんじゃないかな、と思います。以上

です。 

【間野 博 委員長】 

これも次回からの議論に活かしたいと思います。非常にきめ細かい対応というのを考えていかな

いといけないということはよく分かる。ありがとうございました。次お願いいたします。 

【大橋 正子 委員】 

私も民生委員をやらせてもらっていまして、いわきにおります。民生委員として 2 年 7 ヶ月の間

の住民の意見っていうかそういうのを話してみたいと思います。いわきは、だいぶ範囲が広くて、

ずっと勿来の方から広野の方まで借り上げにいる方いますね。借り上げを大抵私達がまわって歩い

て、生活委員の人が、仮設住宅を見回っているのですけれども、なにしろ高齢者は日中一人なので

すよね。そうなると、私達がまわっていると、泣いて喜んで、どんなふうなことが心配なのかとい

うと、健康問題とか、「やっぱり双葉に帰りたい」っていうことが第一声ですね。「健康はどうし

ているのかな」と聞くと、「病院に行っているから」と言うけれども、なにしろ待たなくてはなら

ないし、いわきの人から「いっぱい双葉郡から待機しているから、いわきの人は順番が遅いのだよ

ね」とかということを耳にすると、そんなふうなことを聞くとなんかかわいそうだなということも

思いましたね。後は、施設に入らなくてはならない介護度が上がりまして、施設に入らなくてはな

らない人がだいぶ増えたのですね。でもなかなか入れない。デイサービスを利用したらどうかとい

うことを勧めてみると、「迎えに来るまでが誰が来てくれるのか」とか、「誰が施設に行っている

のか」というような不安を持っているのですね。「双葉のヘルスケアだったら、誰でも知っている

人もいたので、何の心配もなかった」っていうような事も言っていますね。あと、若者のところを

訪問すると、「仕事がない」って。「いわきってなんでこんなに仕事がないのだろうな」っていう

ような話も。仕事があってもパートとかそういうようなので、正社員にはなかなかなれないという

不安があるようです。あと、今朝のテレビでやっていたのですけれども、浪江は、健康調査をやる

のですね。日赤あたりからの依頼なのですか。そういう双葉町でも継続して日赤あたりの方にやっ

てもらったらどうかな、というように思います。なんかまとまりが無かったのですが。 

【間野 博 委員長】 

いえいえ、これも今後の議論に活かしていきたいと思います。では、岩元さんお願いします。 

【岩元 善一 委員】 

私は特別養護老人ホームの施設長をしております岩元でございます。よろしくお願いします。実
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は、昨年の 1月ですか、お蔭様でグループホームは、南台の仮設住宅で、介護を移しました。9名の

定員ですけど、いずれも満所ということで、供給は順調にしていると、いうことでございますけれ

ども。特別養護老人ホームは、震災前は 70名入所していましたが、現在 33名の方が亡くなり、37

名の方が県内外、24 の施設にお願いしております。先ほど社会福祉協議会の田中さんの方から話が

ありましたけれども、町民からの要望も、「早くなんとか特養を作ってくれ」という要望が強いの

ですね。現在も役場と協議いたしまして、土地を物色しているということで、私自身も早く作って

早く引き渡したいと思っておりますので、早急に頑張りたいと思っています。その中で一番問題に

なっているのは、要するに全国的に介護職員が不足しているということで、特養を作っても、介護

職員が確保できるかどうかというふうなことが、非常にネックになってくるということなので、各

委員の皆様方には、ぜひ一つ、今から介護職員の確保の際にはご協力願いたいということをお願い

したいと思います。それから社会福祉協議会の方で、ひだまりとか集まりがいろいろありますけれ

ども、例えば「温泉に会費いくらで招待したら行く」とかやっております。その中で参加者が非常

に少ない。参加している人たちを見ると、同じ人ばっかりだということがあるのですね。何か魅力

のあるものを全面に出してやらないと、尻切れトンボになってしまうのではないかなと思っていま

すので、そんなものをぜひ検討してもらいたいと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。 

【齊藤 六郎 委員】 

津波関係で委員となりました、齊藤でございます。私はまちづくりというのは、やはり学校が中

心となるようなまちづくりが大事ではないかな、と考えます。ですから、早く学校を立ち上げて、

作っていただいて、学校を中心として、双葉町がまとまっていくようなまちづくりをしていただき

たいなと考えます。復興住宅も学校を見据えて、考えていただきたいな、というふうに思います。

それから、きずな・コミュニティの現状ですけども、先ほどから皆さんお話が出ていますように、

古い双葉町のコミュニティというのはバラバラになって、薄れつつあるというのが現状ですね。私

どもの行政区もまさにちりぢりバラバラ。そういう、その中で同じ、私つくばの方に避難していま

すが、つくばの松代地区に避難しておりますが、松代地区に避難している方でも、やはり先程川原

さんからお話がありましたように、新しい住まいを求めて、転居される方がだいぶでております。

ただ、同じつくばでも並木の避難所ではそういう動きがないのかなというふうに思われます。いず

れにしろ、だんだんと古い町民のきずなというのは薄れつつありますので、なんとか早くまちづく

りを進めていただきたいというふうに思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。では、続いて、よろしくお願いします。 

【菅本 洋 委員】 

私は双葉町で唯一の準備区域となりました中野・中浜地区の浜野地区とまとめて言うのですが、

そこの区長をしております菅本でございます。よろしくお願いします。第一に、この復興まちづく

りの計画の第一次の最初にのっかっている、原子力賠償損害審査会ですね。これでもって一つ、私

不審な点があるのです。ある町村で 大熊町なのですけども、津波で流されて、それで放射能がな

ければ財物探せたのですね。使えるものかなにから。それが結局すぐに放射能で汚染された。入っ

ちゃだめだと、避難しろと。その開きが、紛争審査会、ADRですね、それに申請したら、格差が出

てきたのですよ。私、その方と今月 4 日会いまして、いろいろと伺いました。その結果、こういう

不平等があってはならない。というのは、最初に、私京都に住んでいるのですけれども、説明会の

中で、東電の社員の方から、そういう事があった場合には、皆平等にしますよと、そこだけ認める

ことはありえない、という私の回答を得たのですよね。その回答が、私が覚えていたものですから、

昨日もちょっと役場の方に、賠償の方にその話をしたのですが、それはぜひとも、えこひいきのな

いような、そういう方向に持っていただきたいと。その方は、2年間賠償に関していただいたそうで

す。そういうことです。それと、私が一番、町長さんにも前町長さんにも言ったのですが、双葉町

は一体だ、と言っていながら、賠償はじゃあどうするのだと。私は賠償も一体にしてくれと。それ

でなければ、我々の地区は、96％の住民のために、妥協したわけではないのです。説明会の中で誰
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一人も賛成はしておりません。その中で結局、準備区域となったことに関して、大変と、今でも私

は納得していません。それで、やるならば、賠償もすべて一緒にしてくれと。ということで、私は

当局の方にお願いしました。その結果、未だかつて何の連絡もございません。こういうふうにする

方向性すら、見えてきません。ですから、できないとすれば、もとの準備区域にしてもらいたい。

これは人間が決めたことだから。絶対変更できないということはありえないと思う。私の所で、唯

一 3 分の 1 が完全なる住居困難区域なのですよ。津波で流されて全てないのです。その方が現在も

すでに独立してやっているのですよ。家も建てています。どんどん建てています。中浜は 100％帰

る見込みがないのです。そんなような中で住民のきずな、今きずなということがでていますけど、

総会やるにしても、何するにも中浜地区が一番心配しているのはそこなのですよ。両竹の方も津波

で流されて、財物が、結局賠償というこの指針に載っかっているように、これは平等にしてもらわ

なくてはいかんということでございます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。津波被災地域に関しましては、資料 6 にありますように、別途また委

員会で詳しく検討することになると思いますので、その時にまたご意見を反映させていただきたい

と思います。 

【岩本 千夏 委員】 

岩本です。私は現在栃木県の那須塩原市で避難生活しております。今回の商工の代表として委員

の方に参加させていただきます。商工の方から見ての意見もありますし、県外に避難している立場

としても、意見をどんどん出していきたいと思うので、今回この場で言ってというよりは、次回か

ら申し上げたいです。昨年の 1 年でこれだけの対策・政策と取組が 165 もできたということは、今

年 1 年でもたくさんでてくると思うのですよ。それをまとめて町の方、県さんとかいろいろな組織

の方々と一緒に皆様の要望・不満等に返答して、実行していきたいと思いますので、よろしくお願

いします。以上です。 

【間野 博 委員長】 

はいありがとうございました。木藤さんお願いします。 

【木藤 喜幸 委員】 

はい。木藤と申します。今、印刷会社社長をやっておりまして、同じく商工会の方の理事もやっ

ております。その関係で今回商工代表として選ばれたわけなのですが、私どもの会社、実際に今郡

山市の方に移転して事業再開しております。残念ながら、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、

商工会に属している事業所のうち、事業再開できているのはたった 35％です。やっぱりまちの復興

にあたっては、実際に企業の役割が非常に大事だと思いますし、先ほどコミュニティを作る上でと

いう話がありましたけども、企業に勤めている従業員の仲間っていうのかな、そのレベルのコミュ

ニティもコミュニティだと思うのですよ。そういった意味では、今現在、無職の人たちとか、ある

いは今後高校を卒業して勤める、もともと双葉の子供達を、やっぱり双葉町の企業会社に勤めても

らうことが、やっぱりコミュニティ維持の一つの手段だとは思うのですね。ですので、そういう方

策を中心に、そこいら辺、考え方というのかな、持っていきたいと思います。あと先ほど学校の話

がありましたけれども、学校の社会科見学とかありましたよね。それもぜひとも双葉町にあった企

業に実際に行くとか、そういうふうな形でもって子供たちにいわゆるこういう会社がこういうとこ

ろに行って、移転してもやっているのだよ、というような形のモチベーションを与えるような方策

もありかな、と思っています。最後になりますけれども、この会議の続きでもって、去年もやった

と思いますが、いわゆるワークショップを開催されるみたいなのですが、去年も私も、郡山の会場

へ行ったのですけれども、参加人数がすごく少なくてちょっとびっくりしちゃったのですね。ぜひ

とも事務局の方、中には東京の事業者さんも入ってるみたいなので、妙案を出していただいてです

ね、ぜひとも意見交換が活発にできる人数をぜひとも集めてもらいたいと思います。よろしくお願

いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。町民の方優先でということで、副委員長の方にご意見をいただきたい

と思います。 
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【伊藤 哲雄 副委員長】 

今日副委員長を仰せつかりました伊藤と申します。木藤さんと同じく商工会の推薦ということで

参加させていただくようになりました。私も事業再開というので、広野町の方に移転しまして、3月

から本格的に動いているのですけれども、現状厳しい部分がたくさんあります。商工業、教育、こ

れ商工業が成り立つには、教育、若い人等が環境に来られるか来られないかの判断によって、われ

われ双葉町の死活問題になるのではないかと思います。その為には、双葉町の復興というよりも、

今現状、何年後に帰還困難解除になるのか。はたまた、中間貯蔵施設、第一原発の解除区域がどう

いうふうな線引きになるか、それにより生き様が決まってくるのではないかなと。その方針が決ま

らない限りは、我々が一生懸命ここの復興委員会でもんでも、絵に書いた餅のような気がするので

すけれども。実戦部隊として、本当に双葉町に帰れるのか。復興して町に住む、ライフラインが復

旧する、何十年かかる計画を立てるのか、その辺が見えないと、はっきりしたものが見えないので

はないかと思ってます。私はその辺を具体的に探求して、皆さんともんで、本当に戻れるのか戻れ

ないのか。将来の子供たちが果たして双葉町に戻ってきてまちづくりをしてくれるのか。その辺の

ことも検討していきたいな、と思っています。それには、1月までの問題提議にはならないと思いま

すので、今後その辺を具体的にお願したいなと思います。私もその辺で一番悩んでいます。若い人

等が我々の後の人が住める環境が一番双葉町を再生していくのではないかな、と。それができない

で双葉町は一生懸命隣町でああだこうだやっても何も始まらないような気がします。余計な話をし

てしまいましたが、私の気持ちを今ちょっと単刀直入に言わせていただきました。よろしくお願い

します。  

【高野 陽子 副委員長】 

私は双葉町社会福祉協議会で、健康支援事業を担当しております高野陽子です。健康支援事業と

いうのは、皆さんの心の癒しを目的に、交流をしながらストレス解消、気分転換をして、明日への

活力になっていただければ、ということで、開催しています。場所は各地域の温泉地なのです。県

内も、県外も開催しております。その中で率直な皆さんの意見を伺う機会がありますので、そうい

うような時の皆さんの意見なども反映できたらということで、それがお伝えしたいと思っています。

今までの中で、県内でも借り上げの方の参加者が多いです。参加された方から第一声は、やっぱり

皆さん双葉町の人に会えた。同じ双葉町で今まで知らなかったけれども、いろいろ話をしているう

ちに話の共通点というか、あの時震災の時にこうだったよね、という自分たちと同じ思いを持って

いる人達がいる。同じレベルで話ができる。そういう人たちに会えるということが、すごく皆さん

にとっては大事なことで。特に県外の方達が自立されて頑張っていらっしゃいますがそれでもやは

り双葉町の人に会いたい、会う機会があれば、会いに行きたいとの思いがあります。やはりコミュ

ニティというか、会える機会、会える場所というのは、これからも必要なところなのだろうなと思

いながら皆さんとお会いしているところです。これからも皆さんの意見がお伝えできればと思って

おりますので、よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。最後に学識者の方からよろしくお願いします。 

【丹波 史紀 委員】 

福島大学の丹波です。今回の復興推進委員会は、第一次の復興計画を具体的にメニューにして、

事業を実施するということなので、先ほどから町民の皆さんのお話を伺って、全くその通りで、そ

れを具体的にメニューにしていけばいいなと思いました。その上でなのですが、言われていなかっ

たところとして感じるのは、もともと復興計画を読まさせていただきましたけれども、人の復興と

町の復興というのを、同時に進めていこうということなのですが、ちょっと必ずしも最近、人の復

興と町の方向が同方向でなかったりする、ズレが生じ始めてきているな、というふうに思っていま

す。それは何かというと、財物の賠償なんかもこれから進んでいこうとする。あるいは 3 年目を迎

えることになってくると、それぞれの家族の方々が自分たちの生活をどうしていくのか、学校の問

題、仕事の問題含めて、決断をし始めているなと思っていて、その決断と町の復興が必ずしも同方

向か、というと、必ずしもそうではないといった場合も少なからずある。それで、例えば意向調査

なんか町とかで復興庁等含めてやっているのですけど、例えば災害復興住宅なんかの入居の希望な
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んかも、判断がつかないという人が多いということなのですよね。それは何かというと、どういう

具体的なものが示されるのか、まだ全然見えてこない。なのに、入りますか入りませんかという聞

かれ方をする。だから、そういうふうにして考えると、もう少し一歩踏み込んで、なおかつスピー

ド感を持って住民の人たちが自律的な生活を送っていけるような選択をきちんとできる環境を整備

しないといけないのだろうなと。帰る帰らないは、それぞれの家族の判断だろうというふうに思い

ますし、どこで生活再建をするのかということもそれぞれの家族の判断だとは、最終的には思いま

すけれども、なんか選択をできるメニューがあまりにもなさすぎるというのが、実感としてありま

す。ただ、感じているのは、時間が無いので 2 分と言われているので、大学の教員よくしゃべるの

で控えますけど、細かいところは今後の、次回以降の話にしたいと思うのですけれども、まちで判

断できない要素があまりにも多すぎるなというふうに思います。それを町だけに迫るのは酷な事で、

ここは、国も県もいるものですから、国も県もきちんと責任を持って、町と一緒になって対応して

いただきたいと思います。あと、もう一つは行政機能だとか、あるいは保健医療福祉、それから教

育も含めてなのですけれども、双葉郡で、先ほど広域連携の話がありましたが、広域的に対応して

いかなくてはならない課題も多分あるのだろうと思いますので、その辺もきちんと対応できるよう

な、議論がしていけたらなと思ってます。私、浪江町とか大熊町の委員会も参加させていただいて

いるのですけれども、多くの住民の方々は、やっぱり自分たちの地位だとか暮らしを再建するため

に、自分達の力を発揮したいという思いを持っていらっしゃる方が多くて、そこをまだ住民の参加

というか参画というか、生かしきれていない部分が少なからずあるかなと。例えば、復興公営の住

宅のあり方についても含めてですけども、そういう意味で住民の一人一人の力をどうやって引き出

していくかということも、大事な観点かなというふうに思いますので、ぜひ町にも、頑張っていた

だきたいと思いますし、私も外部の立場ではありますけど、町のそういった復興の推進に向けて微

力ながらではありますが、協力させていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございます。芥川先生お願いします。 

【芥川 一則 委員】 

はい。芥川です。もう 12時になりますので、簡単に申し上げます。これを考える時に復興と仰っ

ていますが、「復旧」と「復興」を分けて考えた方が良いと思います。復旧というのは、生活して

いく基盤の整備をまずしていただいて、その後にこれからの自分達をどうするかを考えていかない

と、混乱がするかと思いました。例えば、復旧の面で考えていきますと、具体的な例で説明します。

復興公営住宅というのを皆さん考えていらっしゃいますけど、実はその中に交通事業者を入れて検

討しないといけないですね。仮設住宅の場合、バスが走ってこなくて、最初に仮設住宅が来て、あ

とからバスでつなぐといって、すごく不便だったのですよ。でも高齢者の方がバスを利用しますか

ら、バス停が遠いというのは、すごく大変なのですね。買い物をして自分達の住宅の前まで来られ

るということをするためには、交通事業者と協議をして、どういう条件を掲示しないとやれません。

2つ目に、皆さんの方にお願いしたいことがあります。メディアの活用をしてください。これはどう

いうことかと言いますと、今全国に双葉町の方が散らばっています。メディアに双葉町のことが出

ると、やはり思い出すのですよね。アイデンティティとして先ほど仰っていたきずなというのを具

体的にどうするかといえば、皆さんが積極的に自分達の活動をメディアに提案して、取り上げても

らうことをされたらよいのではないかと思います。3つ目なのですけれども、インターネットでやっ

ていますというと、僕はインターネット推進派ではないのですよ。実際にはインターネットは高齢

者の方は見ないですからね。そうすると、対話というのを重視したらよいと思います。皆さんの中

で直接会うという対話と、もう 1 つは、ある町ではやっているのですが、新聞ですね。まちのなか

で今日こういうことがありましたというのを、新聞を全員に配っていくのであれば、高齢者の方は、

それを読めるわけですね。そういったような形の具体的な施策を考えていくべきかと思いました。

だいたいこれで終わったかと思います。よろしくお願いいたします。 

【間野 博 委員長】 

一通り皆さんのご意見をお聞きました。事務局の方からこの間 2、3つ、答えていただきたいこと

がありますので、事務局の方、よろしくお願いします。 
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【事務局 駒田 義誌】 

時間も限られておりますので、一番大きいご質問としてあった点は、相楽委員から復興公営住宅

の戸建のニーズに対してどう対応していくか、というお話ですが、こちら町民が戸建を求めている

というのは、前の意向調査からも明らかです。そういった希望が戸建に限らず低層の住宅、多分地

面に近いところに住みたいという希望が多いというのは、その通りだと思いますので、そういった

希望は県に伝えております。しかしながら、一番難しいのは、土地の確保の問題で、これが非常に

ネックになっていまして、結局低層にするとそれだけ土地が必要になると。一方で、皆さんやっぱ

り商業が近い、病院が近いと、利便性の問題があるので、あまり離れ小島に作るわけにいかないと

いうことで、そのあたりのバランスを見ながらこれから具体的な協議をしていかなくてはならない

な、と思っています。後でまた、県議会の話もでましたので、県の方にも補足をいただきたいと思

います。 

【相楽 比呂紀 委員】 

それで、それは分かっているのですよ。そういうところも含めて、具体的に住民の人に説明しな

がらアンケートを採らなければ町民は答えづらいと言いたいのです。 

【事務局 駒田 義誌】 

そうですね、具体的な希望がどれくらいなのかがないと、土地の広さ・規模も決まらないので、

また意向調査を何回も繰り返す過程の中で具体的なものをもう少し次の段階で出していかないとい

けないな、という問題意識は持っていますが、まだその前の段階にあるということで、ご理解いた

だければ、と思います。 

あとは、町村の連携の話がでましたけれども、これはまさに仰る通りでして、今双葉郡内でも 8

ヵ町村で、復興担当課長の集まりが定期的にあって、やっと 8 ヵ町村それぞれ課題を持ち寄って連

携してやることは何かと、議論としよういうことがようやっと始まったところです。今回もこの委

員会の中でもでてきた意見と私の方から、そういう 8 ヵ町村会議の場で、伝えて全体として考えて

いきたいなと思っています。とりあえず大きなのはその 2点ということでよろしいでしょうか。 

【間野 博 委員長】 

はい。ありがとうございました。県の方から何かご発言がありますでしょうか。先ほどの。お願

いします。 

【皆川 雅光 副課長兼主任主査】 

県庁の生活拠点課の皆川といいます。お世話になっています。戸建の整備の話ですが、先ほど町

さんの方から説明があった通りではありますが、県の方も先ほど、他の委員の先生からもご指摘あ

りましたが、9月の県議会で、県の方で答弁をさせていただいた通りで、戸建についても引き続き整

備を検討させていただいているということで、変わりはございません。戸建を整備するにあたって、

ネックというかポイントになるのは、先ほど町の方からも説明もありましたが、同じ戸数を整備す

るにあたっては、どうしても集合住宅よりも、戸建の方が土地の面積がいるということがあります。

ですから土地がある程度広い面積の確保ができた上で、また皆さんにご相談という形にさせていた

だきたいと思っています。あとは、土地の面積と周囲の景観もあると思います。もともと木造の住

宅ができているところに、県の方で集合住宅を建てるというのは、もともとの住んでいる住民の方

からも賛成は得られないと思いますので、もともとは戸建住宅ができているところについては、県

もなるべく低層の住宅を作っていくという形で進めたいと思っています。もう一つの情報の提供と

いうことで、用地の確保について、県の方である程度地権者が了解していないというところを、県

の方で進めているからといってここで作りたいと考えているという情報提供はできないので、ある

程度地権者の方が概ね了解できた土地については、町さん、あとは皆さんの方に情報提供をさせて

いただいて、そこで今後の進め方についても、またご相談させていただきたいと思いますので、引

き続きよろしくお願いしたいと思います。 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございました。あと次回に向けて、これ以降の事務局の方から、説明があると思いま

す。そちらの方に移りたいと思います。いずれにいたしましても、今日の議論で、先ほど言いまし

た特に資料の 6、7、8 ですね。この委員会で今後の進めていく全体の方針については、ご了解いた



20 

 

だけたというふうに判断してよろしいですか。 

［異議なしと呼ぶ委員あり］ 

  それではこのような形で進めていきたいと思います。 

 

７．その他 

【間野 博 委員長】 

事務局、今後のことについてよろしくお願いします。 

【事務局 駒田 義誌】 

それでは、手短に説明します。資料 9 をお開きください。先ほど木藤委員の方からもお話があり

ましたワークショップ。これは今回の委員会で全体をまとめていくのですが、町民のみなさん、そ

れぞれこの委員でない方もご意見をお持ちだと思うので、そういうのをきちっと対面の場で引き上

げるというので、ワークショップの企画をしています。ワークショップとは何ぞや、といいますと、

テーブルを囲んでいきながら、町民同士で議論して一つの提案をまとめていくのを、だいたい 1 時

間半から 2 時間ぐらいかけてやっていくということで、一般的に、よくまちづくりとかで使われて

いる手法になります。それを今回 11月に、全部で 8都市 9回やろうと思っています。11月 15日の

加須を皮切りに、いわきだけはちょっと広いので、2回に分けてやろうと思っていますけれども、12

月 8 日にかけてそれぞれ午後やりたいと思っています。こちらにつきましては、今、もう少しわか

りやすいパンフレットのようなものを今作っておりまして、それを今度 11月 1日号の広報紙に入れ

たいと思っています。町民皆様の参加を集めたいと思っています。ここではまさに町民のきずな・

コミュニティを、どう作っていくのかということを、皆さんで議論して提案するという形にしてい

まして、今回は一つの取り組みとして去年と違った取組として、裏を見ていただければと思うので

すけれども、前回は町民同士が議論するということを主眼に置いてました。今回もそれは変わりま

せんが、最後に、グループごとに、今回は世代によって意見が違うという話もありましたので、で

きれば参加していただいている方を世代ごとにグループを作っていただいて、そこでこれからの町

民のきずなに関しては、こういう事をやっていくべきだ、ということをまとめていただいて、後半

には、可能な限り町長、公務にどうしてもということがあれば、副町長も参加していただいて、そ

こに町民の意見提案としてこういう事をやってほしいと、いうことを、ワークショップからもあげ

てもらいたいなと思っています。11 月からやりたいと思っています。ですので、できるだけ参加と

いうことで我々も広報を務めますけれども、委員の皆さん、それぞれ町民の皆さん、お知り合いが

たくさんいらっしゃると思いますので、ぜひお声掛けいただいて、委員の皆さんもできればご参加

いただけるような形で、ぜひこの場を盛り上げて、町民の方から、こういう事をやってほしいとい

うことの声をあげてもらう場にしたいと思っておりますので、ご協力をお願いできればなと思って

います。以上です。 

【小川 貴永 委員】 

いいですか。 

【事務局 駒田 義誌】 

はい、どうぞ。 

【小川 貴永 委員】 

これは、移動手段はどうなりますか。 

【事務局 駒田 義誌】 

移動手段は、今のところは各自ということで、どうしても念頭にはあります。 

【小川 貴永 委員】 

たぶん前回と同じことになると思います。 

【間野 博 委員長】 

そうですね。集まるのが大変なのですよね。ちょっとそのあたりは、何か方法があればいいかと

思います。いずれにしましても、貴重なワークショップですので、今日お集まりの委員の方々につ

きましても、ぜひどこか参加できるところについては、参加をしていただきたいと思います。僕も

福島に住んでいますので、福島の 12月 6日は少なくとも行こうかなと思っていますが。皆さんもぜ
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ひご参加いただきたいと思います。それをまたこの次回の委員会に活かしていただければと思いま

す。他に何かこの場でご発言ありますでしょうか。 

 

８．閉会 

【間野 博 委員長】 

無ければ、これで第一回の推進委員会を終わりたいと思いますが、よろしいでしょうか。議事進

行がまずくて、10 分くらい長引いてしまいまして、申し訳ありません。これからもまたよろしくお

願いいたします。では、これにて委員会を終了させていただきます。ご協力ありがとうございまし

た。 

 

以上 
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